
第50回長唄演奏会を開催します。

文化団体
紹介 Vol.33

今号の
作品

 「ぶんぶくアート茶会の設え」
素材：陶土

主に陶土を使い焼成し、CRAFTやARTを超えて根源的なものを、時
には五感で体感出来るものを皆様に届けられるように活動しております。

2021年イベント＆企画展予定
●5.9  PLATでの公演「脈 と々流るる」にてアート出演
●6.1 〜 6.6  豊橋市美術博物館「第43回豊橋美術展」
●9.2 〜 9.30  桑名市フランス料理店「イルフェボウ」個展  https://ilfaitbeau.jp/

兼藤忍HP　https://2of4of1.wixsite.com/shinobu-kanefuji-art

豊橋茶道クラブ 月例茶会を再開します。

　（公財）豊橋文化振興財団が主催する写真展です。広く一般
の方からも作品を募集しています。申込書は文化会館にて配布
いたします。とっておきの一枚をぜひ発表してみませんか？

展示会期◦令和３年6月1日（火）～ 6月6日（日）
　　　　　9時～ 17時（最終日は15時まで）
展示会場◦豊橋市民文化会館2階展示室

▶申込み／申込書に記載の規定に沿って作品を仕上げ、申込
書に記入の上、搬入日にお持ちください。

▶搬入日／令和３年5月14日（金）～ 5月16日（日）
　　　　　９時～ 17時
▶問合せ／豊橋文化振興財団（☎39-5211）
　　　　　豊橋市民文化会館（☎61-5111）

　（公財）豊橋文化振興財団主催 ペン書道展を開催します。ペン
（ボールペン・万年筆など）で詩・俳句・文章などを表現していただく
ものです。普段使う筆記具ですが、ぜひ一つの作品に仕上げて出
品してみませんか。申込書は市民文化会館にて配布しております。

開催期間◦令和３年6月22日（火）～ 6月27日（日）
　　　　　9時～ 17時
　　　　　（初日は13時から/最終日は16時まで）
展示会場◦豊橋市民文化会館 2階展示室

▶申込み／申込書に記入し、申込書記載の通りに作品を仕上
げて、搬入日に市民文化会館へお持ちください。

▶搬入日／令和３年6月11日（金）～ 13日（日）
　　　　　9時～ 17時
▶問合せ／豊橋文化振興財団（☎39-5211）
　　　　　豊橋市民文化会館（☎61-5111）

　豊橋市および豊橋文化振興財団では、市民の皆様の芸術や
文化の振興のため、市内文化施設で実施する文化事業を「協賛
行事」として広く募集します。

対象期間◦令和3年9月25日（土）～ 11月30日（火）
　　　　　　【文化祭開会式典開催日】

▶対象／東三河で結成された文化団体・企業が「対象期間」に
市内で実施する文化事業で、収益を目的としないもの	

▶協賛特典／①本紙等に催事情報を掲載　②実施団体発行
の宣伝物に「豊橋文化祭協賛行事」と表示可　
③財団指定管理の文化施設（市民文化会館、
公会堂、ライフポートとよはし、三の丸会館

　　　　　　※（PLATは除く）で実施の場合、期間中1団体1
行事に限り利用料金を免除

▶申込み／ 5月31日までに申請書を（公財）豊橋文化振興財団
　　　　　（〒440-0887 豊橋市西小田原町123 PLAT内 

☎0532-39-5211 Fax0532-55-8192）まで提出
▶申込書配布／ PLAT、豊橋市民文化会館　ほか

　今年度より邦楽鑑賞会の開催時間を一部変更します。お間違
えのないようご注意ください。
　出演団体アンケートを実施した結果、夜の外出を躊躇う方々
の声も多くあり、6月～ 9月はお昼時間の開催となります。多くの
方々のご来場・ご参加をお待ちしております。

第777回　5月14日（金）夜：午後5時30分開演
第778回　6月4日（金）昼：午後2時開演
※第778回（6/4）～ 782回（9/3）は昼（午後2時開演）となりま

す。第783回（10/1）は午後5時30分開演です。

　4月4日（日）・25日（日）開催予定だった春の市民大茶会は新
型コロナウイルス感染拡大にともない開催中止となりました。大
変申し訳ございませんが、何卒、ご理解のほどよろしくお願い申し
上げます。

春の市民大茶会中止のお知らせ

　寒い寒い冬が終わり、暖かい春がやってきました。昨年の今頃は新型コロナウイルス感染症のパンデミックが宣言され、緊
急事態宣言が発令されるなど未知の状況に戸惑い、恐怖を覚えていた頃でした…。今までの環境とは大きく変わってしまいま
したが、文化を大切にしたい、文化を愉しみたいという気持ちに変わりはないと思います。今までも、これからも、文化の花は
咲き続けます。

［発行所］（公財）豊橋文化振興財団（PLAT内）
［連絡先］豊橋市西小田原町123
             TEL（0532）39－5211　FAX（0532）55－8192
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▶出演／勝奈栄会、松の実会、さくら会
▶番組／一、越後獅子（全員）　　　　二、玄出し三番叟（勝奈栄社中）
　　　　三、鞍馬山（さくら会）　　　　四、梅の栄（松の実会）
　　　　五、太鼓の曲（勝奈栄社中）　六、五郎（松の実会）
　　　　七、都風流（さくら会）　　　　八、廊丹前（勝奈栄会）
　　　　九、土蜘蛛（さくら会）　　　　十、紀州道成寺（松の実会）
▶入場料／無料
▶問合せ／豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）

と　き◦令和3年5月9日（日）12時開演
ところ◦豊橋市民文化会館ホール

豊橋長唄協会加盟団体による合同演奏会です。

ペン書道展 出品作品募集！

豊橋文化祭協賛行事募集 !

写真100展 出品作品募集！

邦楽鑑賞会の開催時間について。

　今回は唄・三味線の音弥さんの教室
におじゃましてきました。音弥さんは武蔵
野音楽大学教育学科のピアノ専攻をご
卒業されていますが…三味線…？その
気になる経緯とは…？ — 大学で日本音
楽概論を受講し、実際に落語や歌舞伎な
どいろいろ鑑賞しに行く中で、日本人の
体格に合った発声や言葉が魅力的だと
感じました。（もちろん西洋音楽も好きで
したよ！）そしてその後就職で豊橋へ。音
楽療法関係の仕事をしていましたが、1
人目の子どもを出産して育休で時間が
できた時に、何か楽器を始めたい、持ち
運べる楽器で、年をとればとるほどかっ
こいい楽器がいいなあと思い市民館で
やっていた三味線の教室に参加したの
が三味線を始めたきっかけです。—と、
三味線との素敵な出会いを話してくださ
いました。
　「三味線は年齢層が高いので子どもた
ちにも触れてほしい」と、お子さんが小さ
い時に子ども三味線の教
室を始められたそうです。

「子どもは子どもに興味
があるので、まずはみんな
で盆踊りの曲を練習し、盆
踊りでほかの子どもたち
がいる中で披露しました。
もう少し活動の範囲を広
げようと思って嵩山に加え
青陵でも活動するようにな
り、チラシを配り体験に来
てもらったこともあります

よ。」と子どもへの三味線の普及にご尽
力されていらっしゃるお話をうかがいま
した。この日の生徒さんは小学6年生と
中学1年生で、「いろんな弾き方があって
難しいし腕が疲れるけれど楽しい」と三
味線に夢中な様子でした。大人の教室も
嵩山と有楽町にあり、「初心者大歓迎で
す！」とのことでした。
　教室での活動以外には、イベントや寄
席でおひとりで弾き唄いをされることや、
ピアノとサックスとトリオで披露されるこ
ともあるそうです。
　「三味線の歴史は安土桃山時代から
始まりますが、江戸時代にみんなが三味
線で競い合っていた頃の曲がいいです
ね！今でいうギター的な存在だったんだ
と思います。だから長唄は今でいうロッ
ク、端唄は今でいうジャズに当たるように
感じます。三味線の素晴らしさをみなさ
んに伝えたいですね。」と熱い想いを語
ってくださいました。

唄・三味線　音弥さん
三味線の素晴らしさをみなさんに伝えたい

　豊橋市が主催していた市民大学講座
トラムの「豊橋演劇塾」を初めて受講し
たのが、今から20年程前だったと思う。
広報とよはしに出た案内にフト興味を
持った。平日の夜、週一回ならなんとか
通えるだろうと。
　演技の基本を学んだ約半年間の講座
は、６，７人の班に分かれてのオリジナ
ル小演劇の発表会で終了した。力を合わ
せて作品を仕上げる魅力に取り付かれ、
その後すぐ、この講座の先輩受講生らが
結成した「劇団豊橋演劇塾」に入団した。
その時は、『自分が演じてみたい』との純
粋な思いだけで、『観客に見てもらう（に
値する）演技をする』ためにどのくらい
の稽古が必要か、悲しいかな、まだ知ら
なかった。
　劇団の活動は忙しかった。地域の子ど
も会から依頼される芝居上演が毎年初
夏にあり、秋から冬にかけても各種イベ
ントへの参加で、年間３～４本の公演を
抱え、年がら年中、稽古や道具作りなどに
追われていた。アマチュア劇団であり、皆

それぞれに仕事や家庭を支えながらの
活動は、30名程の劇団員一人一人の情
熱に支えられていた。大学生から80歳台
までまさに老若男女、演劇経験もそれぞ
れだったが、良し悪しは別として、やる気
さえあれば舞台に立てた。台本執筆や演
出、制作、舞台監督、舞台装置、照明、音響
などの専門的な役割も、公演ごとに担当
を決め多くの劇団員が担った。
　そのうち私は演出も担当することに
なった。キャストを割り振り、稽古を進
め、公演内容に責任を持つ、やりがいは
あるが孤独な作業だ。当初は稽古中に他
のメンバーの顔色が気になって仕方が
なかった。そんな時、大手町にあったカ
フェ・バロックのマスターで劇団顧問だ
った檜山新平氏に『思ったとおりにやれ
ばいい』と言われ、気持ちが楽になった。
彼には稽古や公演本番を見てもらい率
直な意見を聞いた。『役者の一生懸命さ
だけが伝わるようではまだまだだ』『客
席にいまひとつ伝わってこないのは何
故？――リキミだね』などなど、今でも
心に残るセリフをもらった。
　私は劇団を10年程前に退団したが、
結成して20数年がたつ「劇団豊橋演劇
塾」の歴史の中で、出入り含めて100名
内外の人が劇団員として活動してきた
と思う。私もその、家族や職場とはまた
質の違った人間関係の中で人に揉まれ、
自身の出し方と他人の受け入れ方を学
んだような気がする。感謝。

劇団豊橋演劇塾　元劇団員

坂 本 昌 彦

「演劇と私」

　伝統文化こども発表会を開催します。舞踊、仕舞、三味線、筝曲
など、ご指導されているお子様方の発表の場として参加してみませ
んか？

▶日時／令和3年9月26日(日)13時開始(予定)
▶場所／豊橋市民文化会館ホール
▶参加費／団体会員は無料
▶発表時間／ 1団体30分以内
　　　　　　※希望参加団体数により調整いたします
▶対象／概ね高校生以下で構成される邦楽関係団体またはグ

ループ
▶その他／舞台には所作台を敷く予定
▶応募方法／指定書式にてFAXまたは郵送にてお申込みくださ

い。（参加申込書はPLAT・文化会館にて配布）

伝統文化こども発表会参加団体募集!

　新型コロナウイルスのため暫く中止していました豊橋茶道クラ
ブ月例茶会を５月より再開いたします。感染症対策を徹底した上
での実施となりますので、何卒ご協力賜りますようお願いいたしま
す。

［感染症対策による主な変更点］
　①定員を減らします
　②完全事前予約制とします

［予約方法は下記のとおりです］
　【電  話】三の丸会館TEL.0532-56-6022
　　　　  受付時間：午前9時～午後4時30分
　【ネット】三の丸会館ホームページ
　　　　  http://www.bunzai.or.jp/sannomaru/
※予約された方には、開催１週間前を目安に予約券をお送りしま

す。当日は忘れずご持参ください。
※コロナ収束までは、当面この方法で開催いたします。

▶問合せ／豊橋市三の丸会館TEL.0532-56-6022



豊橋文化　2021年４月発行
市内文化団体主催および豊橋文化振興財団が
後援する催し物を中心に掲載しています。掲載
のご希望は、問合先までご連絡ください。※この予定表は予告なく変更する場合がありますので、事前にお確かめください。入場料は前売料金。

催し物スケジュール 5月〜6月

グルッポフレスコ　サロンコンサート
　時間◦14時～　　場所◦ピアノフォルテホール　　入場料◦大人2,000円　高校生以下1,000円
　内容◦ピアノ連弾、フルート、ヴァイオリン、作曲作品発表
裏千家六日会月釜【事前予約制（午前の部・午後の部）※空きがあれば当日参加可】
　時間◦10時〜　　場所◦三の丸会館　　会費◦800円　　担当◦井上宗加
第50回長唄演奏会
　時間◦12時開演　　場所◦豊橋市民文化会館　　入場料◦無料
豊橋朗読の会　「朗読のつどい」
　時間◦13時30分～　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLAT創造活動室A　　入場料◦無料
　内容◦豊橋朗読の会のメンバーによる朗読会
茶道クラブ月例茶会【完全事前予約制】
　時間◦９時30分～　　場所◦三の丸会館　　会費◦会員500円　一般600円
　担当◦裏千家今和会
第777回邦楽鑑賞会
　時間◦17時30分開演　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦市内邦楽団体による披露
草木染展………………………………………………………………………………… 23日（日）まで
　時間◦９時～ 16時30分　　場所◦豊橋市美術博物館　　入場料◦無料
　内容◦草木染のタペストリーや着物などの展示
東陽ふれあい音楽会「新緑の季節に…」～ヴァイオリンとピアノのコンサート～
　時間◦10時～　　場所◦東陽地区市民館　　入場料◦400円
　出演◦濱島秀行（ヴァイオリン）　夏目順子（ピアノ）　　曲目◦「はなみずき」「チャールダッシュ」ほか
豊橋交響楽団第126回定期演奏会
　時間◦14時開演（13時30分開場）　　場所◦ライフポートとよはしコンサートホール
　入場料◦一般：2000円　小中高生：500円
　演奏曲目◦交響曲第９番『新世界から』（A.ドヴォルザーク）　ピアノ協奏曲 イ短調（R.シューマン）　
　　　　　　スラヴ舞曲第１番（A.ドヴォルザーク）
　指揮◦松井慶太　　独奏◦野畑さおり（ピアノ）
第20回年齢別歌謡選手権
　時間◦９時～　　場所◦豊橋市公会堂　　入場料◦無料　　内容◦カラオケ大会と発表会
西村能舞台稽古
　時間◦14時～ 16時　　場所◦西村能舞台（豊橋市上伝馬町）
　月謝◦7,000円／月１回、10,000円／月２回　　お問合せ◦080-1063-3855

第48回写真100展…………………………………………………………………………6日（日）まで
　時間◦９時～ 17時（最終日は15時まで）　　場所◦豊橋市民文化会館２階展示室
　入場料◦無料　　内容◦公募による写真展
第3回トヨハシブリュット・アートコンテスト… ………………………………… 12月21日まで募集
　内容◦障がいのある方を対象としたアートコンテスト
第778回邦楽鑑賞会
　時間◦14時開演　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦市内邦楽団体の披露
茶道クラブ月例茶会【完全事前予約制】
　時間◦10時～　　場所◦三の丸会館　　会費◦会員500円　一般600円　　担当◦松月流
裏千家六日会月釜【事前予約制（午前の部・午後の部）※空きがあれば当日参加可】
　時間◦９時30分〜　　場所◦三の丸会館　　会費◦800円　　担当◦河原崎宗妙
東陽ふれあい音楽会「ハンガリーの音楽の旅」～ピアノとアコーディオンで楽しむ東欧の調べ～
　時間◦10時～　　入場料◦400円
　出演◦Emi&Alpakka　久野絵美（ピアノ）、チョルダーシュ・ジュラ
　曲目◦オリジナル作品「ドナウの船旅」より、ハンガリーのオペレッタより名曲集　ほか
家族をうたう ～ Families in song ～　谷川賢作＆中嶋俊晴デュオコンサート
　時間◦14時開演（13時30分開場）　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLATアートスペース
　入場料◦一般3,000円　学生：2,000円
　内容◦作曲家・ジャズピアニストである谷川賢作と、若手声楽家中嶋俊晴によるデュオコンサート
第18回みちの会プロムナード・コンサート
　時間◦14時～　　場所◦豊川市小坂井文化会館フロイデンホール
　入場料◦一般2,000円　小・中・高校生500円
　内容◦ピアノ、ヴァイオリン、管楽器の各ソロ、２台ピアノ（８手）等10組によるクラシック・コンサート
第19回中部地区路面電車サミット豊橋2021 とよはし市電を愛する会創立30周年記念講演
　時間◦13時30分～　　場所◦穂の国とよはし芸術劇場PLATアートスペース　　入場料◦無料
　内容◦記念講演（路面電車による未来都市の創造）など
水曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋市民文化会館２階第７会議室
第779回邦楽鑑賞会
　時間◦14時開演　　場所◦豊橋市民文化会館ホール　　入場料◦無料
　内容◦市内邦楽団体による披露
第50回石木展…………………………………………………………………………… 20日（日）まで
　時間◦９時～ 17時　　場所◦豊橋市民文化会館２階展示室　　入場料◦無料
　内容◦豊橋石木協会による自然石木の展示
いけばな小原流「花の輪・人の輪－みんなの花展」… ………………………………… 20日（日）まで
　時間◦10時～ 17時　　場所◦CAFE&GALERIE ちろる庵　　入場料◦無料
　内容◦小原流による花展
日曜短歌会
　時間◦13時30分～　　場所◦豊橋２階第７会議室
ソプラノ・テナー・バリトン　グローリアコンサート
　時間◦13時30分開演（13時開場）　　場所◦豊橋市民文化会館
　入場料◦一般：3,000円　高校生以下：1,500円
　出演◦田辺菜美子、安賜勳 Johannes、李宗潤　（ピアノ：三浦真理子）
　曲目◦落葉松（小林秀雄）、闘牛士の歌 オペラ【カルメン】（Bizet）ほか
西村能舞台稽古
　時間◦14時～ 16時　　場所◦西村能舞台（豊橋市上伝馬町）
　月謝◦7,000円／月１回、10,000円／月２回　　お問合せ◦080-1063-3855
ペン書道展………………………………………………………………………………… 27日（日）まで
　時間◦９時～ 17時　　場所◦豊橋市民文化会館２階展示室　　入場料◦無料
　内容◦公募によるペン書道展
東陽ふれあい音楽会「魅惑の大正琴アンサンブル」～ハープクイーンズと「初夏の素敵なひとときを」～
　時間◦10時～　　場所◦東陽地区市民館　　入場料◦400円
　出演◦ハープクイーンズ（朝倉由美、宮道典子、鈴木佳江、前田加代子）
　曲目◦「魅せられて」「エーゲ海の真珠」ほか
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豊橋の文化活動―アーカイブス⑥

　昭和31年10月７日付の『豊橋文化』に＜邦楽鑑賞会＞と題して、次のような記事が掲載されています。　昭和31年10月７日付の『豊橋文化』に＜邦楽鑑賞会＞と題して、次のような記事が掲載されています。
　“豊橋文化協会は、洋楽をさかんにやっているがそれと同時に「邦楽」も少し力をいれてほしいとの　“豊橋文化協会は、洋楽をさかんにやっているがそれと同時に「邦楽」も少し力をいれてほしいとの
声があったので、豊橋市内の邦楽の専門家に協力を求めて「邦楽鑑賞会」を結成した。同会は、毎月声があったので、豊橋市内の邦楽の専門家に協力を求めて「邦楽鑑賞会」を結成した。同会は、毎月
第２土曜日の夜を「邦楽鑑賞会の夜」として、市内上伝馬町豊榮連事務所で開くことにきめた。その第第２土曜日の夜を「邦楽鑑賞会の夜」として、市内上伝馬町豊榮連事務所で開くことにきめた。その第
１回を10月13日午後７時から開く。当日のプログラムは舞踊＝藤間諒之助、筝曲＝松崎他見子・小島沙１回を10月13日午後７時から開く。当日のプログラムは舞踊＝藤間諒之助、筝曲＝松崎他見子・小島沙
舟、義太夫＝渡辺文榮・竹沢三栄、小唄＝春重会、長唄＝杵屋勝六之・河合つね・鈴木貴美子・小山八舟、義太夫＝渡辺文榮・竹沢三栄、小唄＝春重会、長唄＝杵屋勝六之・河合つね・鈴木貴美子・小山八
重子・荒島三夫・河合君子。以上の通り、いろとりどりの番組で、入場料は勿論無料ですから御同好の重子・荒島三夫・河合君子。以上の通り、いろとりどりの番組で、入場料は勿論無料ですから御同好の
士は奮っておでかけ下さい。鑑賞なさるかたが大勢でしたならば、プログラムも更に工夫して御期待に士は奮っておでかけ下さい。鑑賞なさるかたが大勢でしたならば、プログラムも更に工夫して御期待に
そう心構えでいるからお気づきの点があったならば遠慮なく御注意していただきたい。”そう心構えでいるからお気づきの点があったならば遠慮なく御注意していただきたい。”
　じつは、同年９月９日付の『豊橋文化』の記事によると「邦楽鑑賞会」と称した邦楽のレコードコンサ　じつは、同年９月９日付の『豊橋文化』の記事によると「邦楽鑑賞会」と称した邦楽のレコードコンサ
ートが、９月２日に市内上伝馬町豊榮連事務所の階上で、すでに開かれています。清水笛四の解説ートが、９月２日に市内上伝馬町豊榮連事務所の階上で、すでに開かれています。清水笛四の解説
で、長唄吉原雀（和風吹込）・長唄連獅子（伊十郎吹込）の２つの名曲鑑賞が２時間にわたって行わで、長唄吉原雀（和風吹込）・長唄連獅子（伊十郎吹込）の２つの名曲鑑賞が２時間にわたって行わ
れました。れました。
　次に開催予告記事が登場するのは、昭和32年２月３日付の『豊橋文化』の「第５回邦楽鑑賞会」　次に開催予告記事が登場するのは、昭和32年２月３日付の『豊橋文化』の「第５回邦楽鑑賞会」
で、とき＝２月９日、ところ＝上伝馬町・東海技芸学校とあり、演目は、長唄＝お月様、薩摩琵琶＝青洞ので、とき＝２月９日、ところ＝上伝馬町・東海技芸学校とあり、演目は、長唄＝お月様、薩摩琵琶＝青洞の
門、筝曲＝六段の調、小唄＝逢ふて別れて三千歳、長唄＝梅の榮、舞踊・長唄＝七福神でした。門、筝曲＝六段の調、小唄＝逢ふて別れて三千歳、長唄＝梅の榮、舞踊・長唄＝七福神でした。
　記録によると、同年８月10日に開かれたのが「第11回邦楽鑑賞会」であることから、当初のとおり、ひ　記録によると、同年８月10日に開かれたのが「第11回邦楽鑑賞会」であることから、当初のとおり、ひ
と月に１回のペースで、継続されていたことがわかと月に１回のペースで、継続されていたことがわか
ります。ります。
　また、昭和33年９月21日付『豊橋文化』には、邦　また、昭和33年９月21日付『豊橋文化』には、邦
楽鑑賞会２周年記念として、10月11日の昼と夜の楽鑑賞会２周年記念として、10月11日の昼と夜の
２回にわたり、「第１回豊橋邦楽大会」（入場料百２回にわたり、「第１回豊橋邦楽大会」（入場料百
円）が、豊橋市公会堂において華 し々く開催され円）が、豊橋市公会堂において華 し々く開催され
ました。演目は、小唄、義太夫、琵琶（錦心流）、能ました。演目は、小唄、義太夫、琵琶（錦心流）、能
楽、筝曲、長唄、清元、舞踊、常磐津のほか、能楽楽、筝曲、長唄、清元、舞踊、常磐津のほか、能楽
や狂言にまで及びました。や狂言にまで及びました。
　以後、現在まで「邦楽鑑賞会」は775回、「豊橋　以後、現在まで「邦楽鑑賞会」は775回、「豊橋
邦楽大会」は62回開催され、市民の皆様に親しま邦楽大会」は62回開催され、市民の皆様に親しま
れています。れています。

～邦楽鑑賞会と邦楽大会～

sala名豊ギャラリー
　今回は、本年５月５日をもって惜しまれながら一旦活動休止となるsala名豊ギャラリーで、所長の加藤基吉さ
んにお話を伺いました。
―名豊ギャラリー設立の経緯を教えてください。
　名豊ギャラリーは平成17年にサーラグループ名誉顧問の故・神野信郎氏の命によりサーラグループのメセ
ナ活動の一つの形として設立されました。当時はギャラリーのブレーンとして画家の故・冨安昌也氏と元・東京
ステーションギャラリー学芸員の中村敏子氏に関わっていただき、1,000点にものぼるサーラグループや神野
氏のコレクションを展示する収蔵品展、年２回～３回の企画展の開催、厳選した貸しギャラリーとしての３つの
方針が立てられ運営してきました。
―加藤さんが着任されて特に印象に残っている展覧会はありますか？
　2013年に実施した企画展「虹色のプリズム〜永井繁男展」では、調査の過程で永井繁男の初期の作品を
発掘することができ、これは修復後に豊橋市美術博物館へ寄贈する橋渡しをすることができました。また、同
年の「森清治郎展『残された絵画たち～アトリエの情景』」では、未公開の作品やそのままに残されていたアト
リエの情景を再現し話題となりました。
　それから忘れられないのは、「杉山富夫展～パリの情景を愛したエトランジェ～」です。杉山は55歳で高校
の美術教師を辞してパリへ行き活動した画家で、フランスでも高く評価されましたが、豊橋出身でありながら豊
橋でほとんど知られていませんでした。公立美術館では取り上げるのが難しい杉山のような地元出身の優れ
た画家にスポットライトを当てることができ、これも印象に残る展覧会となりました。
―５月５日をもって一旦活動休止となりますが、今の思いはいかがですか？
　所長として私は３代目になりますが、小さいギャラリーですが記憶
に残るような場所であることを目指してきました。ギャラリーは作家、
お客さんとの交流や出会いの場であり、地域コミュニティの一部であ
ると思います。一旦休止となり寂しい思いもありますが、このギャラリ
ーが積み上げた知見は、何らかの形で必ず未来に繋がると思いま
すし、それだけ充実した活動をやってきたと思っています。最終企画
となる『東三河の画人～昭和から平成・令和へ』では、このエリアで
活躍した作家の創作活動が、まさに過去から現在まで脈 と々繋がる
様子をお伝えし、最終展として締めくくります。どうぞ、お楽しみくださ
い。

名豊ギャラリー最終企画展
人物描写の系譜『東三河の画人～昭和から平成・令和へ』PART2
2021.4.21（水）→5.5（祝）10：00 ～ 17：00　入場無料
名豊ギャラリー（開発ビル９F）

豊橋文化訪問

▼
豊
橋
文
化
短
歌
会

　

令
和
三
年
二
月
水
曜
短
歌
会

運
動
場
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
中
学
生

揃
ひ
の
オ
レ
ン
ジ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
弾
む

室
　
澄
子

赤
き
実
の
綿
帽
子
か
ぶ
る
雪
の
朝

万
年
青
が
け
ふ
は
絵
に
な
る
風
情

原
田
敬
子

遠
き
日
の
火
点
し
頃
の
帰
り
道
母

待
つ
家
の
明
か
り
や
さ
し
き

夏
目
伊
代
子

玄
関
を
入
れ
ば
す
ぐ
に
手
洗
い
場

自
動
ド
ア
あ
る
家
売
れ
て
お
り
内

藤
よ
し
胡

溜
池
の
改
修
済
み
て
水
の
満
ち
勇

み
川
蝉
巣
に
帰
り
来
し  

篠
田
武
子

鈍
行
に
乗
り
ゆ
く
感
の
吾あ

の
日
々

に
特
急
の
ご
と
月
日
過
ぎ
ゆ
く

中
島
タ
エ
子

ま
っ
す
ぐ
に
差
し
込
む
朝
陽
と
向
き

合
い
ぬ
ぶ
ら
さ
が
り
機
に
ぶ
ら
下

が
り
し
ま
ま
　
　
　
　 

岩
瀬
美
子

三
年
ぶ
り
三
十
分
ほ
ど
卓
球
し
く

っ
た
く
た
あ
の
八
十
三
歳成

瀬
眞
智
子

日
の
当
る
居
間
に
坐
り
て
知
ら
ぬ

間
に
テ
レ
ビ
の
声
も
遠
く
ね
む
れ
り

金
澤
も
と
ゑ

き
さ
ら
ぎ
は
母
の
生あ

れ
月
き
さ
ら

ぎ
の
星
の
ま
た
た
き
母
の
言
の
葉

洲
淵
智
子

川
原
の
小
石
は
流
れ
に
さ
ら
さ
れ

て
ざ
わ
め
き
合
い
て
魂
の
ご
と

成
嶌
孝
枝


